
感染症（PT）   出典   概要  

2009年8月15日、厚生労働省は報道関係者に新型インフル工ンザ患者の死亡例について発表した。死  

新型インフル  厚生労働省       亡例は沖縄県在住の50代男性で、感染源は不明である。慢性腎不全による透析のため通院中、8月10  
76                     工ンザ   PressRelease  日には感冒症状と36度台の発熱があったがA型陰性であり、8月12日、39度の発熱がありA型陽性で  

（HINl）   2009August15  あった。タミフル投与後入院治療したが、8月14日、うっ血性心不全が疑われ、15日には循環不全となリ  
死亡された。PCRの結果、新型インフル工ンザ陽性を確認した。   

農林水産省 新  2009年10月21日、農林水産省は大阪府の養豚農場のブタから分離されたウイルスが新型インフル工ン  
新型インフル         型インフルエンザ  ザであることを発表し、当該農場に対し、臨床検査および遺伝子検査により異常がないことを確認する  

77                エンザ   こ関する報道発  まで飼育ブタの移動を自粛するよう要請した。（独）農研機構動物衛生研究所がHおよぴN亜型検査（遺  

（HINl）   表資料 2009  伝子解析）を実施した結果、本ウイルスはHINl亜型であり、新型インフル工ンザと同一である事を確認  
October21   した。   

WNV（WestNilevirus）感染状況と2003L2008年に供給された米国製血祭由来静注用免疫グロブリン製  

Emerging  
剤（IGIV）における中和抗休価の関係が調査された。WNVは1999年に米国に持ち込まれたが、2003年に  

ウエストナイ  
IGIVのWNV中和抗体平均値が顕著に上昇し、米国人口の0．5％がWNVに感染したと推定された。また、  

78  米国の人口における既感染者の割合は、毎年0．1％増加し、IGlVの中和抗体価平均値と概ね相関があっ  

染  1668－1670  
た。2008年に出荷されたIGIVの中央抗体価は平均21（n＝258）であり、NTAでWNT感染を確定したヒトから  

（October2009）  得られた血渠では更に高い抗体価（平均208（n＝30））であった。血渡中IgG濃度を補正し、IGIV調整濃度  
10％と比較すると血菜試料は1GIVより100倍高値であった。この結果は、WNV既感染者は米国人口の1％  

F  であると推定したこれまでの報告と一致した。  

2008年7月、オーストリア東部の山岳地帯で6例が感染したTBE（Tick－bornencephalitis）アウトブレイク  
の調査が行われた。初発患者の羊飼いは、高山牧場地に24日間滞在後、髄膜炎の臨床症状を呈し、  

Emerglng  TBEV（TBEvirus）感染陽性と確定された。患者はダニに岐合された記憶はなく、発症8－11日前に非殺  
ウイルス性脳  菌のヤギ乳および牛乳から製造された自家製チーズを食べていた。同じチーズを食べた6名中5名が  

79  Disease2009；15；  TBE感染と診断され、非感染であった1例はチーズを食べた直後嘔吐していた。チーズはヤギ1頭およぴ  
1671－1672   ウシ3頭の乳から製造されたが、そのヤギはHlおよび中和抗体検査でTBEV陽性であり、ウシ3頭は抗  

（October2009）  体陰性であった。また、ホエイおよぴヤギ乳を与えられ、同じ牧草地で飼育されていたブタ4頭がTBEV  
抗体陽性を示した。このアウトブレイクは、中央ヨーロッパ高地におけるTBEの振興と、TBE経口感染の  
蓋い呑h塞仲春克トナー＿   

2008年5月にフィリピンでブタからエボラレストン株が検出された。この株の研究者は、この株はヒトでの  
CCDRWeekly       発病にはつながらないが、ヒトの食物連鎖における危険性を懸念している。ブタ群は、レストン株がヒト  

80  エボラ出血熱             2009J山y17   
で発病する聖へと変異するのに都合のよい宿主である可能性があり、また、ヒトに害を及ぼす他のエボ  
ラ株の宿主にもなる可能性が懸念されている。   

トルコのバルカンで、AP92rlikeCCHFV（Crimean－Congohemorrhagicfevervirus）に感染した初症例が  

コンゴ・クリミ  報告された。確定診断はRトPCRによって行われ、症例が検出された地域では、ヒト血清とダニベクター  

81   ア出血熱  ProMED 
男性（oddsratio：2．5，COnfidenceintervaI：1．15－5．63，Pく0．020）がCCHFV感染のリスクファクターであった。   

BHF（Bolivianhemorrhagicfever）は1959年にボリビア東部でのアウトブレイク発生時に初めて報告され、  

Emerglng  2007年2－3月、ボリビアで少なくとも20例（死亡3例）のBHF疑い例が報告された。2008年2月には少なくと  
ボリビア出血   Znfectious i も200例（死亡12例）の疑い例が報告され、19症例の血清を間接免疫蛍光法およぴPCRを用いて検査し  

Dsease2009：15；  た。その結果、アレナウイルス5株が分離され、ウイルスRNAの遺伝子配列の結果、マテュボウイルスを  
82  1526－1528  確認し、8つの主要な系統に分類された。その後も、マテュボウイルスは孤発症例やボリビアでのBHFア  

（September2009）  ウトブレイクの原因となっているが、5例（死亡3例）の農業従事者である患者については、5例ともBHF感  
染歴のある患者からの血焚成分輸血を受けたが、3例は死亡した。病状が重篤化する前に、マテュポウ  
イルスによって免疫が惹起された血渠を投与することが生存率を高くする。   

2009年9月28日、米国コロラド州E［PasoCountyではl匹のマウンテンライオンと1匹のウシが異常行動  
を示した後安楽死させられ、検査の結果狂犬病に陽性であったと公表した。このライオンとウシの感染  

ProMED－mail            源は不明であるが、公衆衛生局はこれまでに8匹のスカンクが狂犬病に陽性であったことから、スカンク  
83  狂犬病  

20091001．3415  との関連を推測している。また、2009年9月25日、Calhanで狂犬病のウシが安楽死させられた。ウシの  
農場主およぴウシを診察した獣医師とその助手は予防接種を受けていた。獣医師および当局は飼い主  
にべットへの予防接種を呼びかけている。   

2009年8月17日、米国CDCはアジアでのテクングニヤ熱のアウトブレイクに注意喚起をした。2009年1月  
以降、チクングニヤ熟症例数の増加がアジアの一部で報告されている。テクングニヤ熱は感染した蚊を  
介してもたらされるウイルスによって発症し、突発性発熱、関節痛、悪寒、頭痛、吐き気や発疹などを伴  

テクングニヤ  CDC2009  う。タイでは2009年7月22日現在、南部でアウトブレイクが起こり、34．200超の症例（死亡例なし）が報告  
84                        ウイルス感染  August17   され、マレーシアでは2009年7月18日現在、2900症例、インドでは2009年4月29日現在、2700例の疑い  

症例（死亡例なし）が報告された。渡航者へのアドバイスとして、テクングニヤ熟を防ぐ薬物治療やワク  
チンはないため、CDCは、虫除けを使用し、蚊にさされないよう自己防衛し、発症を自覚した際には、医  
療機関を受診するよう奨めている。   

インドのKeraIaの5地域、特に北部において、モンスーンの季節の間に、数十万のヒトが主に蚊に刺され  
ることで発症するウイルス熱に感染しており、この地域でこれまでに10人が死亡した。衛生報告による  
と、この5地域で15万人以上のヒトが数日で感染しており、インド政府は病気の広がりを検証するために  

85  テクングニヤ   ProMED－mail  
必要なすべての手順をとっている。デング熱、テクングニヤおよび肝炎の症例も多数報告されている。  
地域によって症状は異なるが、蚊が媒介する伝染病もしくは激しい体の痛みを伴うウイルス熟によると  

ウイルス感染   20090730．2666                           している。Malappuramの地区管理医師はモンスーンの後、発熱患者は特に6月およぴ7月に急増してお  
リ、先月と比べると100倍の報告があった。これは通常のウイルス熟ではなく、激しい痛みと発疹を伴う  
膨弓長を呈しており、これらの領域で広がっているテクングニヤもしくはその類似ウイルス疾患によると述  
べた。   
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日本感染症学会 58回東日本地  

86  チクングニヤ   第 方会2009；124  愕  
041（2009  

現地で発熱および関節痛が出現した。解熱したが帰国後も関節痛は持続し、受診に至った。   
シア・スマトラ島、インドネシア・ジャワ島もしくはマレーシア・クアラルンプール郊外に渡航し、いずれも  

October30－31）   

2009年6月14日、デング熱のアウトブレイクがタイのMaeHongSon地域で懸念されており、2008年より更  

ProMED－mail  
こ深刻であると予測された。同地域公衆衛生局の専門医は、デング熱が地域医療機関にとって2008年  

87  デング熱  よりも更に大きな問題となる事を示す情報を発表した。2009年の今日までに約155例のデング熱症例が  
20090614．2211                 報告されたが、2008年と比較すると、既に2倍増加している。アウトブレイクを防ぐために、蚊よけの使用  

や蚊帳での就寝および花瓶の水は毎週取り替える事などを提言した。   「   

2009年7月1日、カンボジアの保健省はデング熱が小児にとって深刻な問題となっており、症例の多〈が  
ProMED－mail       小児である事を発表した。2009年にはこれまでにデング熱に感染した3333人の小児が治療を受け、10  

88  デング熱             20090706．2425  例が死亡している。2008年には感染した小児は1811例および死亡例は23例に留まっており、罷患数は  
著しく増加している。   

マレーシアではデング熱に立ち向かい、制御する活動への地域の参加レベルは低く、2009年6月21－27  
耀  

ProMED－mail  
日における2009年ベクターコントロール活動も全部を実施できなかった。2009年7月3日、保健局は、こ  

89  デング熱  の同時期におけるデング熱症例は749例、死亡は2例であり、デング症例が著しく増加した5つの州を公  
20090706．2425                 表した。また、2009年のデング熱症例総数24．534例および死亡総数62例であり、2008年の同時期には  

それぞれ20，721およぴ45であった。   

ベトナム保健省予防医学管理局はデング熱を防ぐために蚊の幼虫を殺傷する目的で、州の保健局と予  
防医学センターに少なくとも1年に2回薬品を散布するよう依頼した。衛生疫学研究所は、蚊の幼虫の発  

ProMED－mail            生を防ぐために湖や池に薬品を散布する試験的な計画を立てている。また、同研究所は、節足動物に  岳  
90  デング熱  している  で るWolbachiaを使用する研究を行っており WoIbachiaは の 命を める 当局  

20090803．2723  ま、この細菌を放出するための蚊が生息している地域を選定している。当局によると、2009年7月19日   
現在、国内で36，046例のデング熱感染が報告されており、主に南部で2008年の同時期より11．7％増加し  

」   

ている。   

ProMED－mail  
2009年8月9日、インドBiharのMunger地区で脳マラリアにより6例（子供を含む）が死亡し、1000人以上が  

91  デング熱   20090810．2840       この病気で苦しんでいると、地域保健局は発表した。この感染が初めて報告された2週間前以降、死亡  
II 

がMungerのHaveliKharagpurで起きた。HaveIiKharagpurでは80の村が脳マラリア症例を報告している。   

2009年8月13日、スリランカ厚生省の疫学局はデング熱症例数は22，757に増加しており、これまでに232  

ProMED－mait  例が死亡したと発表した。最新の統計によると22．757例のうち最も患者数の多かった6月では7050例で  
92  デング熱  あり、続いて7月までに6714例が報告された。2008年には4156感染例およぴ85死亡例のみであり、著し  

20090817．2908                 い増加を示していることから、当局は、蚊が媒介する感染を撲滅するために国民意識を高めるキヤン  
ペーンを実施している。   

ベトナムハノイ市では、デング熱症例が深刻な増加を示しており、2009年初から8月下旬までに2500症  岳  

ProMED－  
例が報告され、これは2008年の同時期と比べて10倍以上であった。また、ホーテンミン市ではデング熱  
症例数の急増はないものの、多くの患者が重症化しており、死亡例も多くなっている。同市の第一小児  

93  デング熱   mai120090831306                5  は、 日20－25人が丁ンク．、 のため  して、し、／＼lの丁ン …  は、   卜2日は   
足口病やHINlインフルエンザとの判別が難しいためデング熱への警戒をゆるめることがあるが、小児  
ま死に至ることがあると注意喚起した。   

ド 弓  

コロンビアにおけるロ蹄疫：発生日 2009年8月4日、最初の確定日 2009年8月4日、報告日 2009年8  
樗  

OIE2009August  
94  ロ蹄疫  4  レイクが発生した。飼育頭数ウシ22頭およぴブタ9頭、発生頭数ブタ9頭、死亡例0頭であった。発生農場  

では全ての家畜が処分された。   

中国における口蹄疫：発生日 2009年4月28日、最初の確定日 2009年5月14日、報告日 2009年5月  

95  口蹄疫   
15日、原因 口蹄疲ウイルス アジア1型。2009年4月28日にGUANGXl省Guilin地区Lingchuanで口蹄疫  

0IE2009May15                 のアウトブレイクが発生した。飼育頭数ウシ40頭およぴブタ60頭、発生頭数ウシ1頭、死亡例0頭であっ  
た。発生農場では全ての家畜が処分された。   

l  

台湾におけるロ蹄疫：発生日 2009年5月25日、最初の確定日 2009年5月20日、報告日 2009年5月  

96  口蹄疫   01E2009May25          23日、原EE［口蹄疫ウイルス 0型。2009年5月18日にP’ING－TUNGYanoutownshipで口蹄疫のアウト  
1  

ブレイクが発生した。飼育頭数ブタ13176頭、尭生頭数ブタ280頭、死亡例0頭であった。  

中国におけるロ蹄疫：発生日 2009年3月17日、最初の確定日 2009年3月20日、報告日 2009年3月  
OIE2009March  

r；  

9ナ  口蹄疫 26  Sumuで口蹄疫のアウトブレイクが発生した。飼育頭数ウシ235頭、ヒツジ885頭およぴブタ1頭、発生頭  
数はウシ20頭、死亡例0頭であった。発生農場では全ての家畜が処分された。   

中国におけるロ蹄疫：発生日 2009年4月28日、最初の確定日 2009年5月14日、報告日 2009年5月  

98  口蹄疲   0IE2009May21  
15日、原因 口蹄疲ウイルス アジア1型。2009年4月28日にGUANGXl省、GuiIin地区Lingchuanでロ蹄  
疫のアウトブレイクが発生した。飼育頭数ウシ40頭およぴブタ60頭、発生頭数はウシ1頭、死亡例0頭で  
あった。発生農場では全ての家畜が処分された。   

10／15ペ丁－ジ   
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中国における口蹄疫：発生日 2009年4月25日、最初の確定日 2009年5月21日、報告日 2009年5月  

99  口蹄疲   OIE2009May22  
22日、原因 口蹄疫ウイルス A型。2009年4月25日にGUANGXI省GuiIin地区Lin’guiでロ蹄疲のアウトブ  
レイクが発生した。飼育頭数ウシ184頭およびブタ570頭、発生頭数はウシ12頭、死亡例0頭であった。  
発生農場では全ての家畜が処分された。   

中国における口蹄疫：発生日 2009年5月14日、最初の確定日 2009年5月21日、報告日 2009年5月  

．ん／0  口蹄疫   
22日、原因 口蹄疫ウイルス A型。2009年5月14日にGUIZHOU省Liupanshuj地区Panで口蹄疫のアウ  

0IE：2009May22                 トブレイクが発生した。飼育頭数ウシ78頭およぴブタ19頭、発生頭数はウシ71頭およぴブタ19頭、死亡  
例0頭であった。発生農場では全ての家畜が処分された。   

FDAが血焚由来製品の製造業者向けに提供するガイダンス。血莱由来製品の製造に使用される原料  
血莱および幸云用血焚用の製造過程において、ヒトパルボウイルスB19を検出するための核酸増幅検査  
（nucleicacidtest：NAT）を行う事を推奨している。すべての血焚由来製品について、製造プール中のパ  
ルポウイルスB19DNAのウイルス負荷が10000IU／mLを超えない事を保障するために、  

FDA／CB∈R  
○すべての血柴由来製剤に対し、製造用プール血焚中のHPVB19DNAの濃度が10000］U／mLを超え  

101  ／くルポウイル ス   Guidancefor lndustry2009  
ないように、エ程内検査としてHPVB19NATを実施すべきである。  

July  
○血焚由来製剤の製造に投入する血渠ユニットのスクリーニングには、ミニプールサンプルに対して  
HPVB19NATを実施すること。HPVB19NATで用いるプライマーおよぴプローブは、このウイルスの既  
知のすべての遺伝子型を検出できるものを用いること。  
○血菜由来製剤の製造に投入する血渠ユニットに、製造用プール血焚のHPVB19DNA濃度が  
104IU／mLを超えるような高値を示すものが見つかった場合は、当該血焚ユニットは使用しないこと。   

米国l＝おいて、パルボウイルスB19（B19V）のGenotype3がアメリカ人供血着から初めて検出された。  
B19Vを検出するための広範囲な特異性のあるPCRを用い、81．000人以上の供血着から集めた約  

102  パルボウイル  Transfusion （Ma】den）2009； 49 
440．000の臨床サンプルを調べ、更にはB19VタイターとDNA解析および抗体濃度を調べた。この評価の  
結果、DNA配列分析によってB19VGenotype3に感染していると確認された米国人1人のドナーから28日  

：1488－1492  

示し、下がるに連れてIgMレベルが上昇し、IgGレベルは約7【］遅れて上昇した。   

1996年、インドケララ州で発生した脳炎アウトブレイクの調査において、蚊（CuJextritaeniorhynchus）の  

Journal of 
プールからアルポウイルスが分離された。補体結合検査より日本脳炎とウエストナイルウイルスに交差  
反応を示すアルポウイルスの特徴が示され、アルポウイルス分離株に対する過免疫血清を使用したプ  

2009：90；2644一  
103  ウイルス感染   GeneraIofVioIigy   

2649  
スで弱陽性であった。このアルポウイルスはバガサウイルス（BAGV）の特徴を示し、脳炎患者の血清は  
15％（8／53）がBAGV中和抗休陽性を示した。インドからの初のBAGV分離の報告であり、また、人間集団  
がBAGVに曝露されていることが示唆された。   

2009年8月4日、ブラジルMazagaoで過去3カ月間に657例がオロボーチ熟に感染した事を当局は発表し  
た。このうち29例はIEC（ZnstitutoEvandroChagas）によって確定診断がなされ、この病気の原因は  
C山icoides属ヌカカによる刺岐であると分かった。症状はデング熱やマラリアに似ており、発熱、頭痛お  
よ全身性筋肉痛である。初発例は2009年3月に発生し、4月およぴ5月には報告が激増し、Mazagaoの  104  ウイルス感染  ProMED－mail 20090806．2782                      VelhoおよぴCarvaoで600を超えた。オロボーチウイルスはブラジルで2番目のアルポウイルス熟の原因  
ウイルスであり、ブラジルでは過去30年間に約50万人の発熱例が起きている。オロボーチ熱のアウトブ  
レイクはアマゾン地域でのみ報告がある。   

ニュージーランド北島にあるブタおよぴヒツジ農場各2ケ所から、56の糞便試料を採取し、multiplex打ト  
Veterinary  PCRを用いてノロウイルス（NoV）の検出およぴgenogroupe卜ⅠIZl＝ついて遺伝子型を調査した。ブタ試料  
Microbiology  9％においてNoVが検出され、すべてがGIIであった。また、24％のヒツジ試料がNoV陽性を示し、すべて  

105  ウイルス感染                   2009；133；184－  がGIIIであり、GlおよぴⅠⅠは認められなかった。2か所のうち、1ケ所のヒツジのみがNoV陽性を示し、ビン  
189   ジに症状は認められなかった。これまでにブタ、ウシおよぴマウスからNoVが検出された報告はあるが、  

ヒツジから検出された初めての報告である。   

2007年に初めて報告された新興感染症コウモリオルソレオウイルス（別名：マラツカウイルス）による急  

性上気道炎の報告である。2007年11月にインドネシア・バリ島から帰国した男性は帰国数日前から発  
日本感染症学会 83会  

106  ウイルス感染   第回総  

P2240－171  
ルスはコウモリを宿主とし、本患者はコウモリとの接触はなかったが、渡航先で上気道症状を呈する現  
地住民との接触があった。本患者では回復期に抗体が検出されたが、他の接触者は全て陰性であっ  
た。   

日本赤十字社が2008年に収集し、報告した輸血関連感染（疑）症例149例の現状と解析結果である。  
第57回日本輸       149例の病原体別内訳は、HBV61例、HCV38例、細菌46例、HEV2例、HIVl例およぴCMVl例であった。  

107  感染症  血・細胞治療学  HBV4例、HEV2例および細菌2例については献血者検体から病原休を検出し、いずれも輸血と感染症と  
会2009；55；245  の因果関係は高いと評価された。また、輸血後B型肝炎を発症した1例は、劇症肝炎により死亡した。日  

赤では2008年8月よリCLEIA法および新NATシステムを導入し、安全性の向上に努めている。   

2009年5月15日、カナダ食品検査局（CFIA）はアルバータ州の80月齢の乳牛1例がβSE（bovine  
spongifornlenCePhalopathy）であることを確認した。動物の死体のどの部位もヒト食用もしくは動物飼料  

108  BSE   
CFIA 2009May            の流通に混入していない。この動物の生まれた牧場は特定されており、調査中である。感染動物の月  
15   齢や場所はカナダで検出されたこれまでの症例と一貫性がある。カナダは0IE（WorIdOrganisationfor  

AnimaIHealth）によってBSEの制御されたリスク国として認められており、今回の例はカナダ産牛や牛肉  
の輸出に影響を及ぼさない。   
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2009年10月28日、MAFBNZ（MAF（MinistryofAgricultureandForestry）BiosecurityNewZeaJand）およぴ  
NZFSA（NewZeatandFoodSafetyAuthority）は、ニュージーランドおよぴヨーロッパの研究所が行った1E  
頭のニュージーランド産ヒツジの脳における一連の検査の結果、非定型スクレイピー／Nor98を検出し  
た、と発表した。非定型スクレイピー／Nor98は古典型スクレイピーとは全く異なり、非定型スクレイピー  
／Nor98もスクレイピーもヒトの健康や肉・肉製品を食べることの安全性にどのようなリスクを及ぼすか不  

MAF 2009 
明であるが、広く受け入れられている科学的見解は、非定型スクレイピー／Nor98は世界中のヒツジ集団  

109  BSE  
October28  

こおいて極少数の高齢羊に自然発生的に起こるとしている。非定型スクレイピー／Nor98陽性がニュー  
ジーランドの国産群由来の羊に検出されたことは、この見解を強調し、今回の検出がスクレイピーなしと  
するニュージーランドの状況を変えることはない。感染のあった脳は、ヨーロッパ連合（EU）に送られた  
200の委託のうちの一つで、ヨーロッパ輸送前にEU認可のテストがニュージーランド国内で行われたが、  
何事もなかった。しかし、ヨーロッパで更にテストされ、ニュージーランドで脳の異なる部分を再試験した  
結果、非定型スクレイピー／Nor98と診断された。NZFSAは、UKFoodStandardsAgencyが助言したラム  
やマトンもしくはこれらの動物由来製品を食肉とするのを辞める理由はない、との発言に同意する。  

魚類におけるTSE（transrTlissiblespongiformencephalopathies）発症についての知見を得るため、gilthead  
seabeam（sparusaurata：ヨーロッパヘダイ）にBSE感染ウシもしくはスクレイピー感染ヒツジのホモジネー  

110  BSE   
PLoSONE2009；              トを経口投与した。魚に臨床症状は現れなかったが、投与2年後、魚の脳は神経変性の徴候と抗タイ  
4；e6175   PrP抗体に陽性を示す沈着物の蓄積が認められた。非感染動物由来の脳を投与された対照群はこのよ  

うな徴候はなかった。TSE感染脳よりもBSE感染脳投与された魚に多数のプロテアーゼK抵抗性沈着物  
が急速に現れ、アミロイド様成分と一致した。公衆衛生上の潜在的なリスクの懸念が高まる。  

Biochemical and 
正常プリオンタンパクのPrPsc（prionprotein）への変換はプリオン病の基本的な要因であるが、その分子  

異型クロイツ   BiophysiGa霊 R 
メカニズムやPrPsc蓄積の影響は不明である。細胞培養におけるPrPscの蓄積に関与する分子の変化  
を調査するため、転写プロファイルについて、PrPsGが蓄積している初代培養ヒツジミクログリアとPrPsc  

皿      ese8rCh Communications  が欠損しているミクログリアをAffymetrixのウシゲノムアレイを用いて比較した。アレイの結果、PrPscが  

ブ病  2009；386；345－  蓄積しているミクログリアでは、19の辻伝子の発現は上昇し、30の遺伝子の発現が抑制されており、培  

350  
養ミクログリアにおける慢性的なPrPscの蓄積が結果として限られた転写応答になる、とする仮税を支  
持する結果となった。  

英国イングランドおよぴスコットランドで点桃摘出術により摘出された匿名の貞桃腺検体を対象に、プリ  
オンプロテイン（PrPCJD）に関連した陽性率をcrosssectionaFopportunisticsurvey（随時横断調査）によ  
り調査した。2008年9月未までに63，007の検査を行い、このうち12，753検体は最もvcJDが発症した1961－  

異型クロイツ  BMJ2009May  
85年の出生コホート由来であり、19，908検休はBSEに曝零された可能性のある1986－95年コホートから  

112     21                        フェルトヤコ  集められた。2種類の酵素免疫法両方に明確に陽性を示す検体は無く、276検体はいずれかの検査に  
ブ病  初回陽性を示し、その繰り返し陽性率は15％であった。免疫組織化学法もしくは免疫プロット法を行った  

結果、この276検体を含め、陽性を示す検体はなかった。196ト85年の出生コホート由来の扁桃検体に  
おけるPrPCJD陽性率は0／32661であり、196ト85年の出生コホート由来については0であり、過去の虫  
垂組織の調査結果よりは低かったが、矛盾はなかった。  

2009年7月23日、EMA（EMEA）はrCJDと血渠・尿由来医薬品に関するCHMPの見解書（CHMPposition  
statement）」を改訂する必妻性についてconceptpaperを発表した。このCHMP見解書が最後に改訂さ  
れたのは2004年6月であり、2004年以降、白血球非除去赤血球輸血と関連した4例のvCJD感染や、動  

113  異型クロイツ  EMEACPMP 2009July23                    物モデルにおける尿中に検出されたTSE感染性など、更なるエビデンスが蓄積してきた内容について改    フェルトヤコ   訂する。また、後にvCJDを発症した供血者由来の血液製剤を投与された血友病患者の膵臓に異常プリ    ブ病   オン蛋白が検出されが 
、その調査結果も考慮する必要がある。2005およぴ2007年にEMEAで開催され  

たCJDと血渠・尿由来医薬品に関する会議結果も今回の改訂に盛り込む。更に、血焚由来医薬製品の  
リスク評価に影響を及ばす今後の状況についても考慮する。改訂されたCHMP意見書は3ケ月間の意見  
公募を経て2010年に適用される。  

FDAのCBERは、米国承認血渠由来第VIII因子製品（pdFVIIl）によるvcJD（variantCreutzfeldt－Jakob  
disease）リスクの可能性についての概要を公表し、要点として以下が示された。  
○近年、米国承認pdFVlIl製品を投与された血友病Aおよぴvonwi”ebrand病患者にvCJDが発病するリ  
スクに関して疑問が提起されている。  

異型クロイツ ェコ  
114   フルトヤ ブ  FDE                          ス、、SuceaIthervce、     September7  pdFVIIl製品を投与された血友病Aおよぴvonwi‖ebrand病患者へのvCJDリスクは、はっきりとは分から  

病   
ないが、極めて小さい可能性が最も考えられる。第IX因子を含めた他の血焚由来製品によるvcJDリス  
クは同程度小さいもしくはより小さい可能性が最も考えられる。  
○新しい情報を得るには、HemophiliaTreatmentCenterの血友病もしくはvonWillebrandにおける専門  
家に尋ねること。  

ハムスタースクレイピープリオン株Sc237をハムスターに脳内接種し、終末期のハムスターの尿中から  
PrPsc（misfoIdedprionprotein）をPMCA法を用いて検出した。TSE感染動物から尿中PrPscを検出した  
初の報告である。終末期に採取した／くフィーコートおよぴプラズマ中においてもPrPscが検出された。ま  

異型クロイツ フェルト 
115   ・ヤコ  

ブ病   
し、投与後4日で尿中に排泄されるが、その後終末期まで尿中PrPscは検出されなかった。プラズマおよ  

2890－2898  
ぴパフイーコート中と比べて尿中PrPscの検出にはタイムラグがあり、また、終末期にあっても尿中  
PrPscが検出されない個体もあったQTSE感染動物から尿中PrPscを初めて生化学的手法を用いて検出  
した報告である。   

12／15ページ  

†訂  



No．  感染症（PT）   出典   概要  

異常プリオン蛋白（PrPsc）に特異的に結合するリガンドを用いた新しいクロマトグラフィ法が開発された。  
vcJD（variantCreutzfeJdt－Jakob）伝播リスクの観点から安全性を向上させるために、SD  
（solvent／detergent）処理された血菜分画製剤Octap［asLGの製造過程に本法を導入し、PrPsc除去効果  

異型クロイツ  
を調べた。Octaplas製造の途中および最終製品．＝PrPscが含まれた脳ホモジネートをスパイクし、リガン  
ドゲルImL当りのbindingcapacity（結合能）およぴヒト由来PrPscに対するリガンドゲルの特異性を調べ  

ブ病   フェルトヤコ  
factor（RF）は≧3．OJoglOであり、ゲルのPrPsc結合能は≧6loglOID50／mlt非常に高かった。また、ゲル  
ま動物（ハムスターとマウス）およぴヒト（sporadicおよぴvariantCJD）由来であるPrPscに特異的に結合  

する。この新しいPrPsc除去ゲルはOctaprasLGからvCJDの病原EEl子を除去できる非常に高い性能を示  
した。   

2009年7月3日、インドMeghalayaでは2008年以降総計257人がmeningococcalmeningitis（髄膜炎菌性髄  
膜炎）の疑いで死亡したと、州当局は発表した。2008年には130人（うち確定10例）が死亡し、2009年に  

髄膜炎菌性  ProMED－mail            はこれまでに127人（うち確定4例）が死亡している。政府当局は、これまでに2000例以上の報告が州か  
†17                   髄膜炎   20090723．2426  らなされているが、状況は統制下にあり防御策は実施さていると述べ、約1億のワクチンをWHOから調  

達しており、感染のあった3つの地域で無料のワクチン接種を計画している。また、大規模な啓蒙活動に  
着手しており、予防薬は無料で配られている。   

米国サウスダコタ州において2009年で初めて炭痘症例が確認され、予防接種を受けていない250頭の  

l‖8  炭痕   
ProMED－nlail       うち5頭の仔牛が死亡した。炭症胞子は土壌でいつまでも生き残るために、サウスダコタではアウトプレ  
20090804．2750  イクの発生の可能性が高くなっていると当局獣医師は報告した。アルカリ土壌、高温多湿は炭症胞子を  

成長させ、草食動物への感染につながる。   

119  炭痕   
ProMED－mail  米国テキサス州SchIeicher郡で牛（AngusCow）に2009年で初めてとなる炭症のアウトブレイクが報告さ  
20090815．2894  れた。TVMDL（TexasVeterinaryMedicalLaboratory）で陽性反応が検出された。   

米国NorthDakota州南西部で、畜牛の検査において2009年で初めてとなる炭痘陽性結果が報告され  

ProM〔D－mail  
た。州の獣医師は、症例はHettingerとSIope郡境に沿って報告されており、ここ数年におけるこの地域で  

120  炭症  の最初の確定症例である。また、死亡した家畜を見つけた牧場主は死体を処分する前に獣医師に相談  
20090917．3266                 すること。2005年のアウトブレイクの期間、ノースダコタでは500例以上の炭症による死亡が確認され  

た。   

2009年3月24日（世界結核デー）に公表されたWHOの第13回結核年次報告書によると、2006年と比べて  
200ラ年では結核感染者総数は減少しており、人口当りの感染者数も減少しているが、22カ国が世界の  
80％の結核感染を占め、2007年には多剤耐性（MDR）の結核例は500，000例報告されており、2008年末ま  
でに55カ国から広範囲薬剤耐性（XDR）結核例の報告があった。感染者の多い地域では、MDRの割合は  

NEnglJMed                      卜14％であり、そのうちXDRの割合は21％程度である。結核は貧困地域での疾病であるが、財政難や失  
121  2009；360；2393－  策により保健システムが機能していないために対処できない地域もある。DOTS（directJyobserved  

2395   problem）が実施されず、単剤投与やノンコンプライアンスが見過ごされると、イソニアジド耐性菌が現  

†  

れ、次いでリファンピシン耐性菌が増加する。MDR結核菌は他の薬剤にも急速に耐性を獲得し、阻止で  
きない。また、個別治療は複数剤投与を最適化し、更なる耐性獲得を制限できるが、検査や診断する資  
力が限られているため、画一的な方法を余儀なくされ、更にMDR結核菌に不適切な投与を行う事とな  
る。   

2009年6月11日、ネブラスカ州中央北部で2例のウシ結核（TB）が確認された事を受け、他の31施設、  

122  結核   
ProMED－mail       約1万5千頭が検疫を受けていると当局は発表し、この作業には月単位の時間がかかるが、その間、検  
20090613．2198  疫下にあるウシを移動させないよう要請した。州の農務局は病原動物の由来を特定してはいないが、ヒ  

トがウシTBに感染する機会はほとんどないと述べた。   

インディアナ州で2箇所目のシカ科牧場でメスのエルクが結核（TB）に陽性であった。インディアナ州の  
BoardofAnimalHeaIth（BOAH）が5月にシカ類を調査した陽性結果から明らかとなった。BOAHは関連機  

ProMED－mail  
123  結核  20090628．2343  

診断が難しいため、牧場主は家畜の慢性の痍咳を伴った肺炎などの感染症状に気付いたら獣医師に  
相談すること。   

バングラデッシュ首都ダッカ市内動物園で死亡したアカゲザルの肺結核病変部から分離されたMTC（結  

日本感染症学会       核菌群）菌株よりゲノムDNAを抽出し、遺伝子解析を行った。その結果、分離株はMTCの進化系統樹上  

124  結核  第83回総会  のOlyxbac川usに位置する可能性が高く、種としての登録がなされていないことから新種の可能性が示  
83（S）283P－039  唆された。また、この菌がオリックスとサルという遺伝的に離れた位置にある哺乳類から検出されたこと  

から宿主域の広い菌である可能性が考えられた。   

2008年11－12月、ノルウェイおよびデンマークはそれぞれMLVA法で分類されるSaImone”aTyphimurium  

Eurosurveilance 
感染によるアウトブレイクを特定した。デンマークでは全37症例が特定され、ノルウェイでは10例、ス  
ウェーデンでは4症例が特定された。スウェーデンで購入したデンマーク産肉が可能性のある感染源と  

125  サルモネラ   2009；14二卜6 2009M 

arch12                 。ェ、 
は異なる国間でのアウトブレイクをつなぎ、感染源を追跡する方法として有効である。   

126  ペスト   
ProMED－maiL  2009年6月11日、People’sDaiJy（人民日報）はモンゴルのBayanLOlgii州在住の14歳の子供が2009年5  
20090612．2177  月29日にマーモットを食べた後、ペストに擢患したと報じた。症状は2009年6月2日に現れた。   
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No．  感染症（PT）   出典   概要   

2009年8月1日、中国当局はQinghai州の辺境の町Ziketanにおける肺ペストのアr）トブレイクを報告し  
た。1例目は32歳牛飼いの男性で7月26日に発熱と吐血を発症し、病院搬送中に亡くなり、翌日葬られ  
た。7月30日、接触のあった関係者11人が発熱および咳で入院し、8月1日には、1例日を含めた12例全  
鼻がペスト菌陽性であった。翌日、初発症例の64歳の義父と37歳近隣男性も死亡した。残り9例中、1例  

127  ペスト   WHO2009                     Augustll   は重症、もう1例は発熱および咳の急性症状を呈し、7例は、安定している。8月6日、地方の保険局は接  
触のあった332人を医療観察のため隔離し、交通規制を実施した。疫学調査から、このアウトブレイクの  
感染源は野生マーモットであり、初発症例の飼い犬と接触があった。この地方では野生の肺ペストが動  
物間に流行しており、耐性菌は存在しないことから、この3死亡例は対処の遅れによる。   

2008年5およぴ7月、米国CDCはサウスカロライナ州およぴペンシルベニア州の保健局から野生ブタ狩  
猟に関連したブルセラ症の2症例について報告を受けた。狩猟が行われているフロリダ州を含めた3州  
の保健局とCDCが調査を行った結果、2例（患者AおよぴB）はブタ流産菌感染によるブルセラ症が確定  

CDC／MMWR                 し、1例についてはその兄弟（患者C）が疑いと診断された。3例とも感染源は野生ブタ狩猟と関係してお  
128  ブルセラ症                       2009；58；618－  り、少なくとも2例は曝轟から4－6カ月経過するまで兆候はなかった。患者AおよぴBの臨床症状は、発  

6212009June12  熟、倦怠感、寝汗および発症前からの体重減少などであった。また、患者Bの血液および狩猟で得たブ  
タ肉から検出したB．suis分離菌の遺伝子型解析を行った結果、これらの関連性が示唆された。患者Cは  
患者Bと野生ブタ狩猟を共にした以外に要因はなかったが、CDCは患者Cの血清中IgG力価からブルセ  
ラ症の疑いと判断した。   

ドイツにおけるブルセラ症：発生日 2009年6月9日、最初の確定日 2009年6月10日、報告日 2009年8  
OIE2009August          月3日、原因 ブタ流産菌。2009年6月9日にMECKLENBURG－VORPOMMERN MuritzMeIzでブルセラ  

129  ブルセラ症                  3   
症のアウトブレイクが発生した。飼育頭数ブタ4463頭、発生頭数ブタ22頭、死亡例22頭であった。発生  
農場では全ての家畜が処分された。   

米国テキサス州Tomball出身の76歳男性が2009年初めにブルセラ症と診断された。男性とその息子は  
130  ブルセラ症  ProMED－maiI       野生ブタの狩りをし、1頭を解体したが、ブタの扱いには注意を払い、また常に手袋を着用していた。    20090920 

．3303  HustonChronicle紙は2009年9月17日付けでテキサスの野生ブタの10％（まブルセラ属菌に陽性と報告 
したが、州の東部では更に高い割合とされている。   

米包ニューメキシコで2匹の死亡したウサギから野兎病が確認された。1例は4月9日にSantaFe市街か  
ら数マイル南西にあるLaCienegaで、もう1例は4月8日に同市街のすぐ西で死骸で見つかった。また、5  

ProM∈D－mail            月31日にSantaFe北端で死亡したウサギが見つかり、ペスト（Yersiniapestis）に陽性であった。これらウ  
131  野兎病  

20090417．1458  サギの死亡と関連したヒトおよぴペットの報告はなく、抗生物質による予防は必要ない。ニューメキシコ  
当局はウサギが細菌感染によっておこる野兎病で死亡していること、またペスト感染を避けるため予防  
措置に従うよう呼びかけた。   

オランダでは2007およぴ2008年のアウトブレイク後再びQ熟報告が2009年4月から急増し、1月1日－5月  
11日の間、総計345症例が報告された。男女比は約1．7：1で、年齢中央値は49（38－6り歳であった。ほと  

Eurosuveilance            んどの患者が2007およぴ2008年の報告と同様、Noord－Brabant地方の同地域の住民であるが、感染領  
132  Q熟  2009；14（19）；  域は拡大傾向にある。オランダにおけるQ熟の主な臨床症状は肺炎であり、2008年に報告された患者  

2009May14  ま、545例が肺炎、33例が肝炎、115例が他の発熱性疾患を発症した。Noord－Brabant地方には大規模  

なヤギ農場が集中しており、流産の増加している農場が発生源と疑われる。小型反翁動物へのワクチ  
ン接種義務化が始まっており、2010年には効果が出ると考えられる。   

国内初症例であるLa¢tOCOCCuSgarVieaea感染性心内膜炎の報告である。心疾患の既往歴のない55歳  
日本感染症学会       女性は発熱が持続し、血液培養からStreptococcussp．が検出された。感染性心内膜炎と診断され、感  

133  細菌感染             第83回総会   染性脳梗塞・感染性能動脈癌を併発したが、9週間の抗菌薬投与の結果回復した。し．gan／ieaeaは養殖  
P2250－174  魚などへの原因菌であり、ヒトへの感染は希である。海外では13例目の感染報告であり、感染性心内  

膜炎としては9例日の報告である。   

第83回日本感染  2002－2003年に高知県で日本紅斑熱が疑われた患者18名の保存血液を解析した結果、2名からヒトア  
症学会総会2009  ナプラズマ（AnapIasmaphagocytophilum：A．p．）に特異的なp44／msp2遺伝子が検出され、ヒトアナプラズマ  

134  細菌感染              Apri123－24；224  症の国内における存在を初めて確認した。1例はヒトアナプラズマ症で、もう1例はA．p．と日本紅斑熟リ  
0－172   ケッチア（Rickettsiajapomicar．Rj）の混合感染症であった。   

日本感染症学会  ヒトからのStephanoascusdferrii検出例の報告である。国内では描からの検出報告はあるが、ヒトから  

135  真菌感染        第83回総会   の検出は非常に稀である。78歳男性の中耳炎治療において、Candida属とは異なる酵母様真菌を検出  
P2390－201  し、同定検査の結果Candidaei托rriは同定された。   

日本感染症学会  近年、各地医療機関から依頼のあった在日ラテンアメリカ人心疾患患者41名についてジャーガス病原  
アメリカ・トリ  

136   ／くノソーマ症  
虫体を分離した。慢性の病原体キャリアーが日本に存在することが明らかとなったが、媒介昆虫の存在  

October30－31）  しない国内において感染経路は二次感染であるため、事前の抗体検査で防ぐことが出来る。   
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No・  出典   概要  

ヒトにおけるPlasm。dj。mkn。Wles感染の臨床的な特徴および検査結果を調べる目的で、急性b．  
knowles感染患者の背景と経過について系統的に調べ、2006年7月－2008年2月に、Kapit病院でPCRに  

より急性マラリアと確定された、治療歴の無い非妊娠成人から臨床データおよび検査結果を収集した。  
152例のうち、P．knowlesi、P、falciparumもしくはP、Vivaxに感染した症例は107（70％）、24（16％）およぴ21（14％）  

ClinicalInfection                      であり、非特異的発熱症状のあるP．knowles感染患者の入院時寄生虫値の中央値は1387parasite／ulで  
137   

49：852－860  プリマキン治療で治癒した。WHOの熱帯性マラリアの判断基準により7人は重症であった。入院時の  
P．knowlesl寄生虫血症は呼吸困難の独立した決定因子であり、入院時の血清クレアチニンレベル、血  
清ビリルビンおよび血小板数と同様であった。2例のP．knowles感染患者が死亡し、死亡率は1．8％（95％信  
嶺区間、0，2－6．6％）であった。P．knowlesiは広範囲の疾病を引き起こすが、多くの場合合併症伴わず、治  
療に速やかに反応し、約10人に1人が死亡を伴う合併症となる。   

インドネシアのKa！血3ntanで検出されたP！asmediumknowlesi（二日熟マラリア）の初症例である。22試料  
まKalimantan在住の重症だが合併症のないマラリア患者（4例）から採取され、すべての試料は  
P．falciparumもしくはp．vivaxとの合併マラリア感染と診断された。これらはドイツの研究所に運ばれ、4つ  
のヒト病原種およぴP．knowlesiについてrRNA遺伝子のスモールサブユニットを増幅する分子生物学的  
方法により同定を行った。その結果、4例は、P．vivaxとの混合マラリアであったが、P．knowlesiに陽性を示  

138  マラリア   
ProMED－maiL  

した。自然宿主の分布と東南アジアでの症例から、インドネシアの他の地域や島でも検出される可能性  
20090621．2278                                がある。サルマラリアのヒトヘの自然感染はまれであると考えられていたが、P．knowlesiのヒト感染はア  

ジアにおいて予測されているよりも多いと思われる。2002年にマレーシアで、非典型症状のP．malariae  
が増加したが、neStedPCRの結果これらのマラリア症例の50％以上がP、knowlesiであった。また、2001－  
2006年の後ろ向き調査の結果、マレーシアボルネオのSarawakでは、患者試料の28％でP．knowlesが確  
認され、P．malariae感染によるとされた異常死亡4例からP．knowlesが検出された。   

ヒトにのみ感染すると考えられていた四日熟マラリア原虫の自然宿主として類人猿を同定した初めての  
日本寄生虫学会 7883S283  

139  マラリア   第回（） BPA－12       報告である。輸入チンパンジ マラリア対策におけるヒト以外の霊長類への注意について指摘している。   
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